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ピストンプルーバー新基準への対応 

 

 

① 基準タンクとの比較試験 

10㍑基準ピストンプルーバーを使用し、取込量 5㍑で測定した。 

50~400㍑基準タンクで測定し比較した。   

 

②  Q3通水時のメーター取付け位置による圧力の相違が器差に及ぼす影響について調査。 

 

器差は検査圧力に左右されない。 
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③ メーター連結個数と圧力 

ピストンプルーバーは何個連結して Q3流量の検査が出来るか調査。 

 (MPa) 

口径→ 13mm 20mm 25mm 

流量(㎥/h)→ 2.5 4 6.3 

0個 0.053 0.070 0.120 

1個 0.110 0.101 0.182 

2個 0.165 0.137 0.243 

3個 0.222 0.172 0.306 

4個 0.280 0.208 0.367 

5個 0.335 0.243 0.427 

6個 0.396 0.280 0.487 

7個 0.453 0.314 0.549 

8個 0.510 0.349 0.611 

9個 0.568 0.385 0.671 

10個 0.625 0.420 0.732 

11個 0.684 0.455 0.793 

    

圧損平均(*) 0.057 0.035 0.061 

（*）値は連結ソケットの圧損を含む 

実験装置の都合で 11 個までのデーターであるが、各口径とも 1 列に 12 個までの連結が

可能である。 
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④ 装置耐久性 

(ア) ピストンシール 

(イ) 駆動部品 
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⑤ パイロットセンサーの応答速度 

 


